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夕暮れの走者
渋谷直人詩文集

人文書 ご担当者様　　編集室 水平線新 刊 案 内 （長崎市）

『夕暮れの走者　渋谷直人詩文集』
《 好 評 既 刊 》

実存を賭けて読み、思考する
知られざる批評家、唯一の詩文集

1960 年代から 90 年代まで書き継がれた詩・小説・散文、書き下ろしほか全 21 篇。
〈人生は “ 受難 ”（パッション）に過ぎないのか〉。生涯を貫いた全身の問いがここに。

1926 年生まれ。1945 年 8 月、日本海軍（内地分遣隊）から復員。
故郷・山形県米沢市へ帰還した日、父死す。次兄はフィリピン・レ
イテ島、カンキポット山で戦死。早稲田大学教育学部卒業。東京都
豊島区東長崎に住み、詩人・大江満雄の知遇を得る。この頃、文芸
誌『存在』『氷河』同人。川崎市立中学校教諭を経歴。『秧鶏』『風
嘯』等に詩や小説、評論を発表してきた。著書に『鳥と魚のいる
風景』（近代文藝社、1982 年）、『大江満雄論　転形期・思想詩人
の肖像』（大月書店、2008 年）、『夕暮れの走者　渋谷直人詩文集』

（編集室水平線、2021 年）、編書に『大江満雄集　詩と評論』（共編、
思想の科学社、1996 年）がある。
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